
 

 

 

 

 

『６月の友だちアンケート』では｢今，いじめられている」が２件ありました。また，「学校に行

くのがいやだと思うときがある」が２件ありました。友達から言われた何気ない一言に傷ついたと

いうような内容が理由として複数出ていました。それぞれの件については該当する学級担任が，対

象児童と面談して詳細を聞き取り対応済みです。学校では７月も継続して様子を見守っています。    

子どもたちを見守る学校と家庭が，「小さなことでも見逃さない。」という姿勢でいることが，さ

まざまな問題を早期に解決できる鍵だと思います。お子さんの様子がいつもとちがうと感じたら，

遠慮なく学校にご相談ください。 

本校ホームページに本校における「学校いじめ防止基本方針」を掲載しております。今一度確認を

お願いします。 

 

学校いじめ防止基本方針より    

(2) 家庭で分かるいじめ発見のポイント 

○いじめられている子どもが家庭で出すサイン 

観 察 の 視 点 （特に，変化が見られる点） 

○  衣類の汚れや破れが見られたり，よくけがをしたりしている。 

○  風呂に入りたがらなくなる。（殴られた傷跡等を見られるのを避けるため） 

○  買い与えた学用品や所持品が紛失したり，壊されたりしている。 

○  教科書やノートに嫌がらせの落書きをされたり，破られたりしている。 

○  食欲がなくなったり，体重が減少したりする。 

○  寝付きが悪かったり，夜眠れなかったりする日が続く。 

○  表情が暗くなり，言葉数が少なくなる。 

○  いらいらしたり，おどおどしたりして，落ち着きがなくなる。 

○  部屋に閉じこもることが多く，ため息をついたり，涙を流したりする。 

○  言葉遣いが荒くなり，親や兄弟などに反抗したり，八つ当たりしたりする。 

○  親から視線をそらしたり，家族に話しかけられることを嫌がったりする。 

○  ナイフ（刃物）などを隠し持つことがある。 

○  登校時刻になると，頭痛，腹痛，吐き気などの身体の不調を訴え，登校を渋る。 

○  転校を口にしたり，学校をやめたいなどと言い出したりする。 

○  家庭から品物やお金を持ち出したり，余分な金品を要求したりする。 

○  親しい友人が家に来なくなり，見かけない者がよく訪ねてくる。 

○  不審な電話や，嫌がらせの手紙が来る。友人からの電話で，急な外出が増える。 

○  「どうせ自分はだめだ」などの自己否定的な言動が見られ，死や非現実的なことに関心を持つ。 

○  投げやりで，集中力がわかない。ささいなことでも決断できない。 

○  テレビゲームなどに熱中し，現実から逃避しようとする。 
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